	平成25年3月14日（木）
大阪府河川整備審議会
第4回治水専門部会
	資料
1-1


大和川水系石川ブロックの当面の治水目標の設定（要約）
	河川名
	流域
面積
(k㎡)
	管理
延長
(km)
	現況河道　50㎜/h程度
	50㎜/h対策後
	事業効率
〔効果－費用〕（億円）
	当面の
治水目標
（調整前）
	氾濫解析結果の特徴と治水目標設定での留意点


	当面の
治水目標
（調整後）
	【参考】

治水対策

	
	
	
	危険度Ⅰ
	危険度Ⅱ
	危険度Ⅲ
	65㎜/h程度
	80㎜/h程度
	65㎜/h

対策後
	80㎜/h

対策後
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	危険度Ⅱ
	危険度Ⅲ
	危険度Ⅱ
	危険度Ⅲ
	
	
	
	
	
	

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(いしかわ),石川)
	222.27
	29.9
	－
	－
	－
	6.50ha

407人
32.94億円
	－
	17.50ha

1,617人
131.10億円
	－
	194.0-13.8=
180.2
	297.9-91.4=
206.5
	80㎜/h
程度
	大和川水系河川整備計画（案）では流入量を1,000㎥/sとされている（下流河川の受入可能流量）
〔道明寺地点：65ミリ程度900m3/s、80ミリ程度1,400㎥/s〕
900⇒1000m3/hとすることで、事業効率等が向上。
	65㎜/h
程度
(1000m3/s)
	65㎜/h

程度対策

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(あすかがわ),飛鳥川)
	10.91
	5.5
	6.75ha

185人
3.07億円
	16.50ha

370人
23.27億円
	－
	4.50ha

83人
3.66億円
	－
	6.50ha

136人
9.63億円
	－
	5.06-0.75=
4.31
	5.57-1.29=
4.28
	65㎜/h
程度
	50㎜/h対策後、65㎜/h,80㎜/h程度で危険度Ⅱ発生
0.0～2.4ｋで家屋への影響有

同対策として、最下流部0.0～2.4kにて河川改修を想定。
	65㎜/h
程度
	50㎜/h

程度対策

＋

部分改修

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(だいじょうがわ),大乗川)
	9.18
	2.0
	20.80ha

1,601人
27.96億円
	5.50ha

397人
15.80億円
	－
	－
	－
	0.5ha

0人
0.22億円
	－
	
	－
	50㎜/h
程度
	流域内で内水浸水が頻発
雨水排水対策が進展すれば大乗川で氾濫発生
当面20～30年での効果的な治水手法の検討
	50㎜/h
程度
	50㎜/h
程度対策

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(うめかわ),梅川)
	32.25
	7.3
	44.75ha

761人
22.70億円
	36.25ha

293人
48.94億円
	7.00ha

36人
13.20億円
	7.00ha

0人
0.02億円
	－
	8.50ha

0人
0.03億円
	－
	－
	－
	50㎜/h
程度
	現況河道では50㎜/h程度で危険度Ⅲ発生、
2.0～2.6kは連続破堤、2.6～6.7kは家屋影響が点在
50㎜/h対策後は80㎜/h程度でも家屋影響無（堀込河道）
	50㎜/h
程度
	50㎜/h
程度対策

	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(たいがわ),太井川)
	6.88
	2.6
	4.00ha

90人
0.92億円
	0.25ha

0人
0.03億円
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	50㎜/h
程度
	50㎜/h対策がH25年度には完了見込み
50㎜/h対策後は80㎜/h程度でも浸水被害無（堀込河道）
	50㎜/h
程度
	50㎜/h
程度対策

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(ちはやがわ),千早川)
	35.30
	13.6
	6.00ha

101人
1.20億円
	1.25ha

7人
0.60億円
	－
	10.75ha

439人
101.19億円
	0.25ha

2人
7.50億円
	14.25ha

534人
165.57億円
	0.25ha

2人
9.54億円
	79.8-1.0=
78.8
	100.4-6.9=
93.5
	80㎜/h
程度
	50㎜/h程度で下流部と上流部で浸水が発生、上流部を改修した場合、下流部の浸水拡大（流量低減手法が必要）
50㎜/h対策後、65㎜/h,80㎜/h程度で最下流部の集合住宅で危険度Ⅱ、Ⅲ発生のため、0.0～2.2kで河川改修想定
	80㎜/h
程度
	50㎜/h

程度対策
＋

部分改修

	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(みずこしがわ),水越川)
	14.75
	5.7
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	現状で目標治水レベル達成済
	現況河道で80㎜/h程度でも浸水被害無し
	現状で目標治水レベル達成済
	－

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(さびがわ),佐備川)
	17.30
	6.3
	4.00ha

49人
0.79億円
	5.50ha

10人
5.61億円
	－
	0.25ha

0人
0.002億円
	－
	0.25ha

0人
0.003億円
	－
	－
	－
	50㎜/h
程度
	現況河道では50㎜/h程度で1.8～4.1kで破堤・溢水発生
50㎜/h対策後は80㎜/h程度でも家屋影響無（堀込河道）
	50㎜/h
程度
	50㎜/h
程度対策

	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(うなだがわ),宇奈田川)
	3.50
	0.2
	－
	－
	－
	－
	－
	1.50ha

60人
4.07億円
	－
	0.00-0.00=
0.00
	2.50-0.30=
2.20
	80㎜/h
程度
	現況河道で65㎜/h程度でも浸水被害無し
80㎜/h対策は0.1～0.2kを築堤（余裕高H=0.2m）
	80㎜/h
程度
	局所改修

（80㎜/h程度）

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(あまみがわ),天見川)
	56.46
	7.5
	9.50ha

480人
6.76億円
	11.50ha

580人
46.21億円
	0.50ha

1人
1.97億円
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	50㎜/h
程度
	1.1～4.1kは連続して破堤・溢水発生、4.1～7.5kは最上流部（L=1.1ｋ）で家屋影響有
50㎜/h対策後は80㎜/h程度で危険度Ⅰ発生
	50㎜/h
程度
	50㎜/h
程度対策

	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(いしみがわ),石見川)
	14.47
	4.5
	－
	0.75ha

16人
1.04億円
	－
	－
	－
	0.50ha

22人
1.04億円
	－
	0.00-0.00=
0.00
	0.2-12.5=
-12.3
	65㎜/h
程度
	最上流部（L=0.2k）で50㎜/h程度で危険度Ⅱ発生
50㎜/h対策後、65㎜/h程度でも浸水被害無（堀込河道）80㎜/h程度で中流部の一部で危険度Ⅱ発生
	65㎜/h
程度
	65㎜/h
程度対策

	
	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(かがたがわ),加賀田川)
	18.98
	1.8
	0.50ha

24人
0.38億円
	－
	－
	－
	－
	0.25ha

32人
1.72億円
	－
	0.00-0.00=
0.00
	5.90-3.6=
2.3
	80㎜/h
程度
	下流部（L=0.6ｋ）で50㎜/h程度での危険度Ⅰ点在
50㎜/h対策後は80㎜/h程度で局所的に危険度Ⅱ発生（小学校）。同対策として、1.2～1.4kにて河川改修想定
	80㎜/h
程度
	50㎜/h

程度対策
＋

局所改修

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(はらかわ),原川)
	10.04
(6.14)※
	5.6
(3.7)※
	－
	－
	－
	－
	－
	3.00ha
337人
33.30億円
	－
	0.00-0.00=
0.00
	28.96-0.55=
28.41
	80㎜/h
程度
	現況河道で65㎜/h程度でも危険度Ⅱ無し
80㎜/h対策は0.6～1.6kでの部分的な河床掘削
	80㎜/h
程度
	部分改修

（80㎜/h程度）


※（　）内は大阪府内の数値
・下流河川の受入可能流量


・流域内での治水バランス








